
  4月  1日 地域生活総合支援センター「おんど」 開所

  9月12日 ワークさつきフェスタ2009

10月10日 だいせんまつり

10月17日 おんど祭り

地域支援センター 平成21年度年間トピックス

10月24日 ワークくみのきフェスタ

12月18日 クリスマス会2009／ワークさつき

  2月  7日 サークル平和（グループホーム・ケアホーム）の
 日帰りバスツアー／「ゆう」

  9月6日～1月31日 支援サービス公聴会

ともに生きる自立促進センターをめざして

  4月  8日 INA入校式

  8月12日 明光ワークス保護者向けセミナー

10月24日 第22回全日本障害者ライフル射撃競技
    ～25日 選手権大会出場（新潟県）
 個人：肘射姿勢優勝  土崎友子さん（日本新記録）
 団体：自由姿勢優勝  東さん、河内さん、土崎さん

11月  7日 あいあいプラザまつり

あいあいプラザ 平成21年度年間トピックス
11月23日 第７回稲スポーツセンター杯知的障がい者卓球大会

12月22日 INAテーブルマナー講習会

  2月11日 第４回北摂レクリエ―ション大会

  3月26日 明光ワークス年度末懇親会

11月14日～１月３０日　支援サービス公聴会

　事業団の北の拠点、「知的障害者自立促進センター」（通称：あいあいプラザ）ができて14年が経過します。
　この間、日本の政治や経済事情が大きく変化し、少子化・高齢化が進むなかで障がい者福祉のシステムも激変しました。平
成18年の自立支援法も次には「障がい者総合福祉法」（仮称）に変わろうとしています。リハビリテーションやノーマライゼー
ションの考え方は、少しずつ地域社会に根付き、さらに進化したソーシャルインクルージョン《注i》の概念に立とうとしています。
　あいあいプラザでは、全ての障がいのある方が、自分の意思に基づいて自分らしく暮らしていくことを支援するため、５つ
の事業所（明光ワークス、大阪ＩＮＡ職業支援センター、大阪府立箕面通勤寮、大阪府立稲スポーツセンター、箕面育成園〈手
をつなぐ育成会の経営〉）が、連携して多様なサポート事業を展開しています。　
　まず、明光ワークスでは、日中活動支援として、就労移行支援（36人）、自立訓練（30人）、日中一時支援（24人）に加え
て、平成22年度から新たに就労継続支援Ｂ型（30人）を開始します。支援を希望される方を積極的に受け入れ、できるか
ぎり要望にお応えしてサービスを提供しています。
　また、グループホームやケアホームでの130人の居心地のいい自立生活を応援するため、地域支援センター2か所（あい
あいみしま／あいあいほくせつ）と地域移行支援センター1か所（あいあい豊中）を運営しています。
　平成23年4月には、茨木市において新たに拠点施設（豊能・三島区域）の開所に向け準備を進めています（日中サービス
事業所・ケアホーム・短期入所）。
　次に、明光ワークス内で活動している自閉症児支援センター青空は、自閉症及びアスペルガー症候群等の就学前児童
（50人）への1年間を通しての個別療育や研修などを行い、自立を支援するとともに、障がいについて正しく理解される
よう啓発に努めています。
　大阪ＩＮＡ職業支援センターは、職業訓練校として30人（パン菓子科15人、園芸科15人）の訓練生の夢や希望に沿っ
た就職自立に向け、全力をあげて応援しています。
　箕面通勤寮は、23年度までは現制度の下で利用者の生活相談や自立に向けての援助を行いつつ、大阪府と新しいあ
り方を検討しています。
　稲スポーツセンターは、障がいのある方にスポーツ・文化・レクリエーション活動等の場を提供し、楽しみながらの交流
や参加を促進し、地域生活を応援しています。ま
た、文化活動のメニューも少しずつ充実させ、趣味
や嗜好に応えられるよう工夫を凝らしています。　
　あいあいプラザは、いつも「熱く 優しく しっかり
と」した、質の高いサービスを提供できるよう専門機
能と総合力を発揮し、～ともに生きる自立促進セン
ター～をめざして行きたいと思います。　
《注ⅰ》ソーシャルインクルージョン：社会から排除、疎外されて
きた人たちを、社会を構成する一員として受け入れ、支え合
い、多様な価値が認められる豊かな社会を構築しようとする
新しい考え方。

地域に根付く拠点施設
（地域支援センター）の新事業について

地域支援センター長　荒嶽 一哉 自立促進センター長　満石 和彦

　事業団が運営する大阪南部地域における障がい者支援サービスの拠点として、
　①地域生活総合支援センター「ゆう」 （富田林市） ②地域生活総合支援センター「きらら」  （河内長野市）
　③知的障害者通所授産施設「ワークくみのき」 （大阪狭山市） ④地域生活総合支援センター「おんど」  （松原市）
　⑤知的障害者通所授産施設「ワークさつき」 （泉大津市） ⑥障害者支援施設「じょぶライフだいせん」 （堺市）
　の6か所の事業所があります。
　
　平成22年2月1日現在、275人の方をグルーホーム・ケアホーム等で地域生活を支援しています。
　平成22年4月から施設の変更と新たに予定している事業を紹介します。
　まず、通所授産施設の「ワークくみのき」と「ワークさつき」については、旧体系より障害者自立支援法に基づいた新事業
への移行をいたします。事業内容は、「ワークくみのき」は就労移行支援《注ⅰ》（定員10人）、就労継続Ｂ型《注ⅱ》（定員30人）、
「ワークさつき」は、就労移行支援（定員12人）、就労継続Ｂ型（定員38人）となります。次に、地域支援センター「きらら」に
おいては、大阪狭山市発達障がい児支援事業（仮称）の受託を予定しています。そして、平成21年4月に開所した地域生活
総合支援センター「おんど」では、多くの方のご支援、ご協力のおかげで一年が経とうとしています。この4月から短期入所
（定員6人）を行う準備を進めています。
　これからもそれぞれの地域で、地域の皆さんに信頼され、一人でも多くの方が安心・安全を基本にした豊かな暮らしがおく
れるように支援していきたいと思っています。

《注ⅰ》　就労移行支援：就労を希望する65歳未満の障がい者であって、通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる者につき行わ
れる生産活動、職場体験、その他の活動の機会の提供、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関する
支援、その適正に応じた職場の開拓、就職後に職場への定着のために必要な相談、その他の必要な支援。

《注ⅱ》 就労継続Ｂ型：通常の事業所に雇用されることが困難となった障がい者、就労移行支援によっても事業所に雇用されるに至らなかっ
た障がい者に対し生産活動、その他の活動の機会の提供、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の必要
な支援。
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ワークくみのき・ワークさつき の新体系への移行イメージ

そ　ら

大阪府立稲スポーツセンター
 ＊スポーツセンター
大阪府立箕面通勤寮
 ＊知的障害者通勤寮
地域支援センターあいあいほくせつ
 ＊相談支援事業

箕面育成会
(手をつなぐ育成会の経営)

あいあい・みしま
 ＊共同生活介護　　＊共同生活援助
地域支援センターあいあいみしま
 ＊相談支援事業

明光ワークス
 ＊就労移行支援 ＊自立訓練（生活訓練）
 ＊就労継続支援B型 ＊日中一時支援事業　　　　　
あいあい・ほくせつ
 ＊共同生活介護 ＊共同生活援助　
自閉症児支援センター青空
 ＊児童デイ発達障がい療育等支援事業
大阪ＩＮＡ職業支援センター
 ＊職業訓練校

障害者地域移行支援センター
あいあい豊中

あいあいプラザ

か　ん　な　び No.157 （ 4 ）2010年（平成22年）3月27日か　ん　な　びNo.157 （ 5 ） 2010年（平成22年）3月27日


